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少年剣士

うでをふるう

遠賀ロータリー旗

争　奪　戦

六
月
二
十
九
日
、
遠
賀
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
が
、
町

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
四
十
九
チ

ー
ム
、
二
百
五
十
名
の
選
手
を
奨
め

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
に
は
、
各

少
年
団
、
道
場
の
剣
友
会
の
応
援
垂
幕

が
下
り
、
雰
囲
気
満
点
。

こ
の
中
で
、
豆
剣
士
が
三
コ
ー
ト
に

分
か
れ
、
所
狭
ま
Ｌ
と
メ
ー
ン
、
ド
ー

ウ
、
コ
テ
ｔ
の
元
気
な
芦
。
各
チ
ー
ム

と
も
先
ほ
う
か
ら
大
将
ま
で
の
五
人
が

日
頃
の
練
習
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
披

露
。
な
か
に
は
、
赤
胴
を
つ
け
た
女
子

剣
士
が
ま
じ
り
、
男
子
顔
負
け
の
剣
さ

ば
き
に
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け

た
父
兄
か
ら
、
盛
ん
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
剣
士
だ
け
あ
っ
て
、
礼
儀

正
し
い
作
法
が
身
に
つ
き
、
見
て
い
る

者
の
目
を
ス
カ
ッ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。成
績
は
、
小
学
生
は
頃
末
少
年
団
、

中
学
生
は
吉
田
少
年
団
が
健
闘
し
、
決

勝
リ
ー
グ
ま
で
勝
ち
す
す
み
ま
し
た
が

惜
し
く
も
優
勝
は
逸
し
ま
し
た
。

あなたの役場です、何でもご相談を。／　電話（201）4321番
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輪
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
、
特

に
六
月
十
八
日
、
ノ
ー
ヘ
ル
で
ミ
ニ
バ

イ
ク
を
運
転
中
の
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク
と

衝
突
し
、
頭
を
強

か
ぶ
る
。
（
命
を
守
る
）

一
、
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
点
燈
す
る
（

自
分
の
存
在
を
相
手
に
知
ら
せ
る
）

一
、
右
左
折
時
に

5　4

位位

頃薯
末田

く
打
ち
死
亡
す
る

と
い
う
惨
し
い
死

亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
二

塁間でも光るライトで身を

は
対
向
車
、
後

椀
革
に
十
分
注

意
す
る
。

一
、
交
差
点
で
は

左
右
の
安
全
を

い
よ
い
よ
本
格
的
な
水

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

川ＨⅢ捌！

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
連
日
か
海
、

川
、
池
で
子
供
が
お
ぼ
れ
死
亡
〟
と
い

う
新
開
記
事
が
報
道
さ
れ
ま
す
。
昨
年

も
六
月
－
八
月
の
間
に
全
国
で
五
百
十

人
も
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
半
数
が
就
学
前
の
幼
児
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
原
因
別
に
み
ま
す
と

①
転
落
し
て
㊥
深
み
に
は
ま
っ
て
㊥
波

に
さ
ら
わ
れ
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
の
事
故
の
七
割
が

保
護
者
（
同
伴
者
）
が
そ
ば
に
い
な
い

と
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
も

っ
と
注
意
さ
え
し
て
お
れ
ば
、
大
半
の

事
故
が
未
然
に
防
げ
た
の
で
す
。

事
故
が
お
こ
っ
て
か
ら
で
は
、
も
う

遅
す
ぎ
ま
す
。
幼
児
．
の
水
遊
び
場
所
、

小
、
中
学
生
の
プ
ー
ル
、
海
水
浴
に
は

必
ず
保
護
者
が
付
添
う
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

水
辺
で
の
遊
び
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
点
に
も
注
意

下
さ
い
。

。
家
の
近
く
に
、
た
め
池
、
用
水
路
な

ど
が
、
危
険
な
状
闇
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
警
察
に
連
絡
す

る
か
、
所
有
者
や
管
理
者
に
伝
え
て

サ
ク
や
フ
タ
な
ど
を
し
て
も
ら
う

。
子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で

い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ひ
と

声
か
け
て
注
意
し
、
も
っ
と
安
全
な

場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
し
む
け
る
。

。
と
く
に
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
は
、
川

や
用
水
路
の
水
位
が
上
が
っ
て
お
り

危
険
で
す
。
子
供
を
近
づ
け
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
。

輪
革
の
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し

よ
ー
つ
。

一
、
原
付
バ
イ
ク
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

よ
く
確
か
め
る
（

一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
）

一
、
初
心
者
は
運
転
訓
練
を
十
分
や
っ

て
道
路
に
出
る
。

安全を祈願して

プール開き

水巻カッパ

いよいよ始動

第
1
回

水
巻
町
バ
　
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
リ
ー
グ
戦
大
会

二輪車の

交通事故

が

多　　発

本
年
三
月
一
日
か
ら
二
輪
革
の
昼
間

点
燈
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
最
近
、
二

ｌ
疇

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主

催
に
よ
る
、
五
、
六
年
生
の
初
の
総
当

り
戦
が
、
六
月
八
日
と
二
十
二
日
、
体

育
セ
ン
タ
ー
、
吉
田
小
体
育
館
の
両
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
六
年
生
の
七
チ
ー
ム
、
五

年
生
の
五
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
競
わ

れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
、
進
級
後

は
じ
め
て
の
公
式
戦
と
あ
っ
て
、
百
名

近
く
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
応
援

に
つ
め
か
け
ま
し
た
。

随
所
に
、
大
人
顔
負
け
の
サ
ー
ブ
、

ア
タ
ッ
ク
な
ど
が
と
び
出
し
、
手
に
汗

を
に
ざ
る
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
か
ら
の
大
会
が
た
い
へ
ん
楽
し

み
に
な
る
リ
ー
グ
戦
で
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

㊥
六
年
生
の
部

1
位
　
伊
左
座
イ
ー
グ
ル
ス

2
位
　
頃
末
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

3
位
　
吉
田
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

4
位
　
苫
田
ホ
ワ
イ
ト
コ
ン
ド
ル

5
位
　
伊
左
座
コ
ン
ド
ル

6
位
　
猪
　
熊

7
位
　
頃
末
ア
ン
ダ
ー
ス

㊥
五
年
生
の
部

1
位
　
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

2

位

　

机

3
位
　
伊
左
座
ア
ン
ダ
ー
ス

六
月
二
十
九
日
、
机
小
学
校
プ
ー
ル

に
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
、
三

百
二
十
名
を
一
堂
に
集
め
、
プ
ー
ル
開

き
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
開
き
は
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
こ
の
一
年
間

「
全
員
が
無
事
故
で
泳
げ
ま
す
よ
う
に

」
と
祈
願
し
て
、
全
員
が
一
斉
に
プ
ー

ル
に
と
び
こ
ん
で
泳
ぎ
ぞ
め
を
し
ま
し

た
。そ
し
て
、
各
学
年
別
に
分
か
れ
て
、

乎
泳
、
自
由
形
、
低
学
年
の
ビ
ー
ト
競

泳
が
行
わ
れ
、
応
援
者
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ー
チ
の
先
生
に
よ
り
ま
す
と
か
選

手
も
充
実
し
、
今
年
は
か
な
り
や
れ
ま

す
″
と
の
返
事
、
今
後
開
催
さ
れ
る
、

郡
体
、
県
体
が
楽
し
み
に
な
る
、
今
日

の
プ
ー
ル
開
き
で
し
た
。

選
手
諸
君
の
御
健
斗
を
祈
り
ま
す
。

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
無
料
で
。
平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四

す
。
ご
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
午
前
ま
で
）

小
倉
調
査
事
務
所
（
書
5
2
1
・
。
弁
護
士
相
談
日
、
毎
週
金
曜
午
後

一
2
1
4
0
）
－
小
倉
北
区
紺
屋
町
　
一
時
～
午
後
四
時

一
　
九
－
一
・
明
治
生
命
ビ
ル
八
階

差別す　る　もの平和をみだす　　　南中瑠辱　藤田奈緒美
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国
民
年
金
（
強
制
加
入
）
の
保
険
料
納
付
が

困
難
な
方
は
免
除
申
請
を

水
巻
短
歌
会
年
度
賞
発
表
ア

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
で

お
く
と
、
老
後
の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、

も
し
も
の
と
き
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。そ
こ
で
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
必
ら
ず
免
除
の

手
続
き
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

免
除
さ
え
受
け
て
お
け
ば
、
将
来
の

年
金
を
受
け
る
権
利
は
保
障
さ
れ
ま
す

ま
た
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
ら
、

十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
当
時
の

保
険
料
相
当
額
で
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

七
月
末
ま
で
に
免
除
の
手
続
き
を
す

れ
ば
、
四
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の

一
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
と
印
か
ん

が
必
要
で
す
。

水
巻
短
歌
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
そ

の
年
度
に
お
け
る
優
秀
作
品
＝
年
度
賞

を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

。
5
2
年
皮
質
　
　
吉
田
　
山
本
み
え

外
出
の
わ
れ
に
　
不
興
の
夫
の
声

に
ぶ
に
ぶ
と
し
て
　
帰
る
と
き
　
訊

く
。
5
3
年
度
賞
　
吉
田
　
組
田
カ
ズ
ノ

在
り
し
日
も
語
り
あ
ふ
こ
と
　
少
な

く
こ
夢
に
も
黙
し
　
亡
夫
は
　
去
り
ゆ
く

5
4
年
度
賞
　
頃
末
　
徳
王
ヲ
セ
ツ

雪
ど
け
の
　
さ
さ
濁
り
つ
つ
　
流
る

る
に
白
魚
も
間
な
く
　
の
ぼ
り
来
た
ら
む

全国愛の血液
助け合い運動
期間7月1日～7月31日
献血はあなたにできる

尊い社会奉仕、献血にご協力下
きい。

日時　7月25日、10時－16時
場所　町民会館ホール

主催　北九州赤十字血液センタ
ー、町社会福祉協議会

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

建
設
業
の
雇
用
改
善
に
関
す
る

標
語
及
び
論
文
募
集

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に
つ
い

て
、
関
係
者
及
び
社
会
一
般
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

▼
標
語
及
び
論
文
の
テ
ー
マ

「
主
題
」
－
廷
設
業
の
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り

個
別
の
テ
ー
マ
は
自
由
と
す
る
が
、

標
記
の
主
題
を
中
心
に
、
今
後
に
お

け
る
建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
も
の
と
す
る
。

▼
応
募
資
格

。
建
設
業
に
従
事
す
る
者

。
楚
設
業
に
関
係
す
る
官
公
庁
、
団
体

な
ど
に
勤
務
す
る
者

▼
応
募
方
法

①
官
製
葉
書
二
枚
に
つ
き
、
一
点
限
り

と
し
て
、
一
人
何
点
で
も
可

㊥
論
文
は
原
稿
用
紙
六
枚
程
度
（
1
枚

4
0
0
字
）
　
に
ま
と
め
る

応
募
作
晶
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
を
明
記

▼
提
出
先
　
雇
用
促
進
事
業
団
建
設
労

働
部
普
及
指
導
課
－
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
2
丁
目
1
番
地

▼
締
切
日
　
7
月
3
1
日
ま
で

夏
の
到
来
と
と
も
に
子
供
が
待
ち
に

待
っ
た
楽
し
い
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
来
ま
す
。
花
火
は
夜
空
に
美
し
い

シ
ル
エ
ッ
ト
を
映
し
出
す
「
オ
モ
チ
ャ

」
で
す
。

し
か
し
、
主
体
は
火
薬
で
す
。
取
扱

い
を
誤
る
と
大
き
な
事
故
に
な
り
ま
す

の
で
、
花
火
を
す
る
時
は
大
人
が
参
加

し
、
十
分
に
次
の
点
な
ど
を
注
意
し
、

事
故
防
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
万
を
良
く

腎
臓
病
と
は

亀健康だより、

腎
臓
病
の
症
状

①
尿
に
血
液
が
ま
じ
っ
て
赤
く
な
る
血

尿
㊥
尿
に
血
液
中
の
タ
ン
パ
ク
成
分
が
出

て
い
る
タ
ン
パ
ク
尿

㊥
手
・
足
・
顔
が
む
く
ん
で
、
手
を
お

さ
え
る
と
く
ぼ
み
が
で
き
て
、
す
ぐ

に
も
と
へ
も
ど
ら
な
い
。

こ
の
手
・
足
・
務
の
む
く
み
を
専
門

的
に
浮
腫
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
浮
腫

と
そ
の
症
状
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の

程
度
も
強
い
も
の
か
ら
弱
い
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

一
般
的
に
腎
臓
病
の
症
状
は
、
尿
に

あ
ら
わ
れ
ま
す
の
で
、
尿
の
検
査
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
専
門
医
に
み
て
も

ら
う
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

読
み
、
必
ら
ず
守
る
。

㊥
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

易
い
場
所
で
遊
ば
な
い
。

⑨
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ

け
な
い
。

④
必
ら
ず
大
人
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

⑤
風
の
強
い
時
は
花
火
遊
び
は
や
め
る

⑥
消
火
の
準
備
を
す
る
（
バ
ケ
ツ
に
水

を
入
れ
て
お
く
）

⑦
花
火
を
ほ
じ
く
っ
て
運
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
、
絶
対
に
や
め
る
。

⑧
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
。

⑨
正
し
い
位
置
に
点
火
す
る
。

老
人
居
室
資
金
貸
付

県
で
は
6
0
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
て

い
る
者
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て

い
る
者
が
、
老
人
の
た
め
の
専
用
居
室

を
増
築
、
改
築
す
る
場
合
に
貸
付
け
を

い
た
し
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額
　
8
0
万
円

▼
貸
付
利
息
　
　
年
3
％

▼
申
込
期
限
　
　
7
月
3
1
日
ま
で

▼
申
込
先
　
　
　
役
場
社
会
課

工
事
完
了
が
5
6
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

で
き
る
見
込
み
の
万
と
な
っ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
役
場
社
会
謀
ま
で

～
窓
口
学
習
～

離
婚
に
つ
い
て

離
婚
に
は
協
議
離
婚
と
裁
判

離
婚
（
調
停
・
審
判
・
判
決

）
が
あ
り
ま
す

離
婚
し
た
と
き
に
は
結
婚
前

の
姓
に
も
ど
る
か
、
ま
た
は

婚
姻
中
の
姓
を
な
の
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
婚
姻

中
の
姓
を
な
の
る
こ
と
を
希

望
す
る
場
合
は
、
離
婚
の
日

か
ら
三
カ
月
以
内
に
届
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婚
姻
前

の
氏
を
な
の
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

離
婚
す
る
夫
婦
の
間
に
未
成

年
の
子
が
あ
る
と
き
は
、
夫

婦
の
一
万
を
親
権
者
と
定
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

裁
判
離
婚
の
場
合
は
、
届
書

の
ほ
か
に
、
調
停
調
書
ま
た

は
審
判
書
・
確
定
証
明
書
な

ど
を
同
時
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

未
成
年
者
が
あ
る
と
き
は
、

ど
ち
ら
か
を
親
権
者
に
す
る

か
は
家
庭
裁
判
所
が
き
め
ま

す
。
届
出
す
る
場
合
は
、
夫
婦
各

々
の
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い

むご拍ぞ　Ａの蟄ずつ　こ藍を　平気でずるな　　富田湖哺辱　土井まゆみ太権標語
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お
か
の
台
県
営
住
宅

入

居

者

募

集

▼
公
募
戸
数
一
種
　
－
型
戸

▼
間
ど
り
　
3
Ｄ
Ｋ
（
川
・
6
・
0
・
Ｈ
Ｄ

Ｋ
）

▼
構
　
造
　
中
層
耐
火
構
造
五
階
建

▼
家
　
賃
　
2
万
6
千
円

▼
入
居
予
定
　
7
月
下
旬

▼
申
込
用
紙
等
配
布
場
所

役
場
住
民
係
　
北
九
土
木
事
務
所

期

間

　

7

月

4

日

～

7

月

1

5

日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
建
築
管

理

課

（

曾

0

9

2

・

7

8

1

・

ｌ

ｌ

1

1

内

線

4

5

9

）

ま

で

。

外
国
人
登
録
証
明
書

の

切

替

8
月
1
日
よ
り
大
量
切
替
期
間
と
な

り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
お
持
ち
の
手

帳
の
確
認
年
月
日
を
も
う
一
度
調
べ
て

下
さ
い
。

な
お
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

出
来
る
だ
け
手
帳
の
有
効
期
限
満
了
日

に
お
い
で
下
さ
い
。

必
要
書
類

①
確
認
申
請
育
（
役
場
で
用
意
）

㊥
写
　
真
　
3
枚
（
5
謝
×
5
戊
）

㊥
印
鑑

（
注
）
切
替
事
務
は
役
場
西
別
館
で
行
い

ま
す
。

公
害
防
止
管
理
者
国

家
試
験
受
験
講
習
会

社
団
法
人
産
業
公
害
防
止
協
会
主
催

に
よ
る
講
習
会
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
。
水
質
関
係
　
7
月
2
3
・
2
4
・
2
5
日

。
騒
音
関
係
　
8
月
7
・
8
日

。
振
動
関
係
　
8
月
2
6
・
2
7
日

な
お
、
詳
細
は
次
の
と
こ
ろ
へ
問
合

せ
下
さ
い
。
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
ー

産
業
公
害
防
止
協
会
九
州
支
部
（
脅
0

9

2

・

4

4

1

・

2

0

5

2

）

ま

で

。

編
入
学
生
募
集

－
北
九
州
工
専

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
で

は
、
機
械
・
電
気
・
化
学
工
学
科
の
第

4
学
年
次
生
の
編
入
学
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
　
工
業
高
校
を
卒
業
し
た
者
及

び
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者

▼
願
書
受
付
　
8
月
1
日
～
8
月
7
日

無
料
調
停
相
談
会

▼
日
時
　
7
月
2
1
日
　
1
0
時
～
1
5
時
　
　
賃
借
、
売
買
、
交
通
事
故
、
公

▼
場
所
　
町
民
会
館
　
日
本
間
　
　
　
害
、
相
続
、
そ
の
他

▼
相
談
員
　
折
尾
簡
易
裁
判
所
　
　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
絶
対
に

調
停
委
員
　
　
　
　
　
秘
密
に
さ
れ
ま
す
。

▼
相
談
内
容
　
土
地
、
琵
物
、
金
銭
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

受
付
先
及
び
く
わ
し
い
こ
と
は
同
校

学

生

課

（

曾

9

6

2

・

5

8

3

1

－

小
倉
南
区
大
字
志
井
1
4
0
番
地
）

ま
で
。親

子
一
泊
研
修

宗
像
「
玄
海
の
家
」

▼
日
時
。
0
月
1
6
日
～
8
月
1
7
日

▼
場
所
　
玄
海
の
家
1
玄
海
町
神
湊
新

川

朱

書

0

9

4

0

6

・

2

・

2

5

1

1

▼
対
象
　
小
学
3
年
～
中
学
3
年
ま
で

の
子
と
親

▼
費
用
　
1
人
当
り
1
、
9
0
0
円

（
食
費
4
食
分
合
）

▼
申
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
学
年
・
性
別
・
利
用
交
通
機
関

・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
玄
海
の

家
」
ま
で
。
親
子
単
位
で
記
入
の
こ

と
。医

師
に
よ
る

公
民
館
成
人
病
検
診

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
7
月
の
土

曜
、
日
曜
日
に
各
地
区
に
出
向
し
、
成

人
病
検
診
を
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
公
民
館
で
、
都
合
の
い
い
日
程
で
検

診
下
さ
い
。

▼
会
場
　
－
　
役
場
西
別
館
、
猪
熊
公
民

館
、
み
ず
ほ
団
地
公
民
館

各
日
程
と
も
受
付
時
間
は
午
前
中
が

8
時
3
0
分
～
1
1
時
、
午
後
が
1
3
時
～

1
4
時
ま
で

申
込
み
は
早
目
に
役
場
衛
生
係
ま
で

ゴ
ミ
な
ど
を
燃
や
す
時

は
郡
消
防
へ
届
出
を

ま
と
ま
っ
た
古
材
、
ゴ
ミ
な
ど
を
燃

や
す
時
は
、
郡
消
防
署
に
必
ず
届
出
を

し
、
適
切
な
消
火
設
備
を
さ
れ
、
焼
却

し
て
下
き
い
。

先
日
、
高
尾
団
地
で
無
届
で
ゴ
ミ
を

焼
却
し
て
い
た
た
め
、
「
火
災
」
の
通

報
が
あ
り
、
多
く
の
万
に
迷
惑
を
か

け
、
ム
ダ
な
出
費
を
し
て
い
ま
す
。

焼
却
す
る
場
合
は
、
印
鑑
を
持
参
し

て
、
郡
消
防
署
に
（
曾
0
9
3
2
9
・

3
・
1
2
3
1
警
報
課
）
に
届
出
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
制

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

市
町
村
振
興
宝
く
じ
発
売

三
千
万
円
が
な
ん
と
百
本
／

予
約
申
込
み
は
7
月
1
1
日
か
ら
7
月

1
8
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

▼
申
込
先
　
郵
便
番
号
1
0
0
　
東
京

中
央
郵
便
局
留
置
　
第
一
勧
業
銀
行

宝
く
じ
部

。
往
信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
、
申
込
先
、

申
込
人
の
郵
草
ｌ
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
横
に
「
宝
く
じ
」
と

赤
色
で
書
き
、
四
角
で
囲
む
。
裏
面

に
は
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
だ
け

記
入
。
返
信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
、

申
込
人
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
明
記
。

。
ハ
ガ
キ
一
枚
で
十
枚
ま
で
（
一
人
何

枚
で
も
申
込
可
）

。
引
換
え
は
8
月
1
9
日
～
9
月
5
日

。
抽
せ
ん
は
、
9
月
1
9
日

〔
水
巻
町
職
員
異
動
〕

7
月
1
日
付
　
（
　
）
は
前
課

。
退
　
職
　
江
面
岩
夫
．

。
異
　
動

企
画
財
政
課
　
永
沼
良
（
住
宅
課
）

開
発
課
　
高
橋
俊
一
（
産
業
課
）

忍苦貫等．会

り
習
踊
講
盆

‘‾′′′′’‘‾‘‾‘’′”‾‘‾”‘′′‾‾′‘′′‘‾‘‾′て′‘‾‘‾

1

1ト日　時　7月22日　午後7時から

ト場　所　勤労者青少年体育センター（役場横）

ト講　師　英聖峰（英流家元・コロンビア専属）

ト曲　目　　玄海節、ひょうろく師り、大九州音頭、

九州花笠

～お　　礼～

住
蕪
　
栖
島
忠

□
発
行
人
水
巻
町
長
伊
藤
衛
！
釦

ロ
柵
　
集

水

巻

町

企

画

財

政

課

（

電

　

2

0

1

㌢

4

3

（
奄
画
財
政
課
〕

㌔
　
ロ
印
　
刷

ｌ　香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄

麿がありました、ご冥福をお祈りいたします。

ｌ　　　鯉口団地　故垂水　好彦殿　　垂水　安子殿

立屋敷　故尾上リン殿　　尾上　久殿

ｌ　　　高松団地　故吉武タケヨ殿　吉武　　勉殿

古　賀　故井地種敬殿　井地文子殿　Ｉ

吉田二　故東川辰馬殿　東川幸枝殿　ｌ

税金は納税期間に納めましょう。　今月の納期一固定資産税　2期分

冷

牟

田

印

刷

合

資

会

社


